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1962年以来、筆者は日本の高山および亜高山の植生を、植物社会学の立場から研究している。

本報では、高山寒冷気候下の超塩基性岩地の植生について報告したい。筆者の研究に対して常

に変らぬ指導を賜っている西ドイツの理論応用植物社会学研究所所長のProf.Dr. Dr. h. c. R. 

Tuxen および横浜国立大学宮脇昭助教授に心から御礼申し上げます。また現地調査に同行し

て援助を惜しまれなかった故村瀬信義君ほか、当時の横浜国立大学生物学教室の学生諸兄に深

謝致します。
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図1 日本の高山における超塩基性岩地の分布
Abb. 1. Verbreitung des Serpent in・ Gebiet Japans. 

I 調査地

これまでに踏査された地域は図lに

示されている。調査地は何れもフロラ

の上からは古くから有名で、多くの報

告がある（館脇1928、中井1930、本田

および竹中1930、北村1952、原および

水島1954、北村1957、菊池および、小水

内1961等）。しかし植物群落を植物社会

学的に取り扱ったものはほとんど無い。

超塩基性岩（じゃ紋岩、かんらん岩

等）が地表に露呈している所は、石灰

岩地と同様に、特殊なフロラと植生を

もつことは良く知られている。基岩の

性質が植生の種構成の上に強い影響を

およぼすのは、母岩の露出した岩壁や

崩壊地など、母岩の化学的、物理的作

用が植物体に直接影響を与え得る立地

で、とくに著ししミ。しかし腐植がつも

り土壌が発達して、基岩がおおわれる

にしたがって、植生の特異性が失はれ

るのが一般的傾向である。

本報では、日本の高山寒冷気候下の
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図2 ユキパヒプタイ （夕張岳）
Abb. 2. Saussurea chyonophylla Takeda auf dem Yubari dake im Hokkaido. 
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Tab. 2. Viola vubariana-Gesellschaft 

Nr. d. Aufnahme 
Meereshohe (m) 
Exposiもi~n :

Neig叫（＂） n 
Probeflache(m~ ） 
Vege七ationsbedeckは暗（再）
Artenzahl: 
Trennart d. Gesellschaft: 
Viola yubariana 
Kenn-u. Trennarten d. Verbandes 
Arenaria katoana 
Veronica schmidtiana 
Kennart d. Ordnww;: 
Minuarもiaverna v. Japomca 

E些並並立よ
An甚elicastenoloba 
Allium schoenoplasum v. shibutsuense 
Saxifraga laciniata 
Botrychi山nlunaria 
Parnassia palustris v. tenuis 

Fundorte Yubari-dake 1. 2. 3 

超塩基性岩地に見られる植物群落のうち、フロラ的に特異性の強く現れているものについて報

告したい。日本の高山では、超塩基性岩は風化が進み、大きな岩壁は少いので、特異な植生は、

主として崩壊地または風｛街地の砂磯地に見出されるo<

II 群落区分

超塩基性岩地に特有の植物は、調査地全域を通じて、砂燥地に疎生し“荒原的相観”を示す

ことが多い。しかし北海道東部のアポイ岳では植被の密度が高く、風衡型の低小草原を形成し

ている。また超塩基性岩植物として名高いオゼソウ Ja po no l i r ion osense Nakaiは、雪田跡の

湿った草原中に生育している。これは超塩基性岩に特有な摘物群中の例外的存在である。

1. 荒原

1) ユキパヒゴタイ群集 Saussuretum chion叩 hyllae （表1) 

この群集は、北海道の夕張岳および日高山脈北部の戸蔦別岳における調査資料から抽出され

た。ユキパヒゴタイによって代表されるこの群集は、構成種が少く、 1調査区当りの出現種数

は10種以下で、椅被率も最大25%を越えない。この群集全般に普遍的に生ずるのは、ユキパヒ

ゴタイのほか、ナンプイヌナズナ、ヒメイワタデ、コバノコプメグサなどである。ユキパヒゴ

タイ群集は、夕張岳では超塩基性岩の風化した青色粘土と細燦の混合土上に見られるが、そこ

は平坦な地形のために湿潤で、シブツアサツキ、クモマユキノシタなどの多湿地を好む種が共

存し、また夕張岳の固有植物であるユウパリソウが生ずるのが特徴的である。これに対して、

戸蔦別岳では、ユキパヒゴタイ群集は、綾線附近の西南斜面に生じている。ここは乾燥した機

地で、寸オイ ワツメクサ、タイセツイワスゲ、チシマギキヨウなどの乾燥地に多い植物が入り

こんでいる。この両者はそれぞれ、ユウパリソウ亜群集、およびオオイワツメクサ亜群集とし

て区別される。

2) シソパキスミレ群落 Viola yubari ana Gesel lschaft （表2)

夕張岳では、ユキパヒゴタイ群集の立地よりさらに湿った、急、な斜面に、シソパキスミレの
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多い別個の植物群落がある。この群落は雪

田周辺の雪蝕の強い斜面に特有で、この点、

本州裏日本の各高山の雪在的尉也に生ずるナ

エバキスミレを中心とする群落に対応して

いる。植被率、構成種数ともにユキパヒゴ

タイ群集より少い。シソパキスミレのほか

には、キクパクワガ夕、カトウハコベ、コ

ノ〈ノツメクサなどが多い。この群落は、ュ

キパヒゴタイ群集とは別個の群集を形成す

るものと考えられるが、調査区数が少いの

で一応シソパキスミレ群落として区分する

に止めておく。

3) アポイツメクサ群集 Arenaria 

katoana v. lanceolata Assoziation 

（表3)

日高山脈南端のアポイ岳の調査によって

得られた資料から抽出された群集である。

アポイツメクサ群集の立地は、風衡低小草

原中に生じた小規模な雨裂崩壊地であって、
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図3 シソパキスミレ（夕張岳）
Abb. 3 Violayubariana Nakai auf dem Yubari・deke im Hok！叩ido.
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その面積はごく狭い。しかしその群落の構成種は、アポイツメクサ、ヒメエゾネギ、エゾルリ

ムラサキ、アポイヤマブキショウマ、ヒ夕、カイワザクラなど、アポイ岳に固有の種類が多く、

他地域の類似群落からは容易に識別される。

4) ナンブトウウチソウーコパノツメクサ群集 Sanguisorbo-Minuartetum vernae 

japonicae （表4)

北上山地の早池峯山の超塩基性岩機地に見出された群集である。ナンブトウウチソウ、ミヤ

マヤマブキショウマ、ナンブトラノオなどの早池峯山の固有種によって特徴づけられる。植被

率は2-20%、平均構成種数は12種で、ユキパヒゴタイ群集によく似た相観をもっている。
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5) ホソバヒナウスユキソウ群集 Leont叩odetumfauriei angustifolii （表5)

尾瀬至f弗山および谷川岳の調査によって明らかとなった群集で、ホソパヒナウスユキソウお
よびジョウシュウアズ‘マギクによって区分される。イブキジャコウソウ、ショウジョウスゲ、

ミヤマウイキョウなどの固着性の強い種類が多く、植被率も高い。それにともなって群落を構

成する種類も多くなっている。これは、至仰山および谷川岳が裏日本の多雪気候の影響を強く

受ける位置にあって、高山植生が、本州中部の他の山岳にくら内て、より低海抜地にまで降り

ていることに原因があると考えられる。すなわちホソパヒナウスユキソウ群集の育地は、高山

帯に準ずる気象条件下にあるが、なお真の高山帯ほど諸環境条件がきびしくないのである。

図4 ホソハヒナウスユキソウ（至仰山）

Abb. 4. Leontopodiurn fauriei Hand.・ Mazz. var. angustifoliurn Hara 

et Kitamura auf dern Shibutsu san irn Honshu. 

(6) クモマミミナグサ

ーコパノツメクサ群集

Cerasteo-Minuartetum 

vernae j aponi cae 

（表6)

本州中部山岳の高山帯

には超塩基性岩地は少な

く、筆者の調査し得たの

は白l馬岳周辺の数ケ所に

すきない。白馬岳周辺の

超塩基性岩は海抜 800m

から2800m ~·付近にかけて

不連続に現われている。

このうち高山型の植生が

見られるのは海抜1800m

以上である。

この超塩基性岩地の燦

地に生ずる群落は、海抜

高度や、 地形などによっ

てかなり異った相観を示

す。しかしクモマミミナ

グサ、ウメハタザオ、ク

モイナテマシコ、コノ〈ノツ

メクサなどを共通にもち、

これらの種をもとに、

クモマミミナグサーコパ

ノツメクサ群集にまとめ

られる。クモマミミナグ

サ コパノツメクサ群集

は、特に高海抜地ではか

なり広くひろがっているc

また強い風衡と寒冷気候



Tab. 5 , Leontopodetum fauriei angustifolii, 

a Potentilla togashii-Subassoziation 

1 Calamagrostis faueiei Variante 

2 Tofェeldiacoccinea-Variante 

b Festuca rubra v. hondoensis-Subassoziation 

1 Typische Varian七e

2 Veratr山nlongebractea七四n-Variante
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Tab. 7 • Hvpochoero-Caricetu皿 tenu1formi:

a Arundinaria h1rta-Subassoziat1on 

1 Miscanthus sinensis-Var1ante 

2 Patr1n1a sibirica-Var1ante 

b Arctous alpinus v. japonicus-Subassoz1at1.on 
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図5 オゼソウの分布
Abb. 5 Verbreitung von Japono¥inon 

osense Nakai 
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の下で、きわめて薄い植被を示し、凹所や組大な僚の

集積地などにやや密な植分が見られるにすぎない。ク

モマミミナグサーコパノツメクサ群集は、その育地の

多様性に対応しでかなり多くの下位単位に区分される。

2. 風衡草原

エゾコウゾリナーオノエスゲ群集

Hypochoero Caricetum  tenuifolmi （表7)

これまでに述べた荒原植生は、何れも超塩基性岩の

作用に加えて、風や崩壊などの影響を強く 受けて、遷

移が進行せず、予定原のまま持続している。しかし荒原

中の凹所や、風などによって動かされにくい粗燦地な

どでは植生が安定に向い、植被度を増すとともに、高

山風衡草原の種類が入りこんでくるのがしばしば観察

される。この傾向のもっとも強く現れているのが北海

道のアポイ岳で、超塩基性岩地が広般に風衡草原によ

っておおわれている。

アポイ岳（海抜 Sllm）の海抜 300m以上に見られ

るこの風衡草原は、エゾコウゾリナ、チャボカラマツ、

アポイアズマギ夕、アポイタチツボスミレなど

のアポイ岳に固有な種類が多しミ。またワレモコウ、ホ

ソノ〈ヒカゲスゲ、ススキ、 トダシ

バなどの低地草原の構成種が多く

入りこんでいるのが待徴的である。

この草原は表7に示したようにエ

ゾコウゾリナーオノエスゲ群集と

して耳又り扱：うことができる。

エソコウソ：＇2ナーオノエスゲ群
集は、平均構成種数は32と多く、

植被率も50%を下らない。
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3. 雪田草原

オゾソウ群落 J a po no Ii ri on 

ozense-Gesel I schaft （表8)

日本の超塩基性岩特有植物は、

乾燥した機原あるいは、草原に生

ずるのが普通であるのに対し、オ

ゼソウのみは湿潤な草原中に生じ

ている。オゼソウの分布は図5に

示した通り、尾瀬至仰山、谷川岳

および、北海道天塩山地の3個所に

すぎない。このうち至偽山と谷川

岳では、ショウジョウスゲを主と
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した雪国融雪後の湿性草原に生じている。 この雪

国草原は、鈴木 (1956）のイワイチョウーショウ

ジョウスゲ群集に最も近い種類組成をもっている。

また北海道天塩山地のものは、北村（1957）に

よると、沢ぞいの湿った崩壊燦地に生育している

という。

皿上級単位への綜合

これまでにのべてきた超塩基性岩地の植物群落

のうち、砂燦地に先駆植生を形成するユキパヒゴ

タイ群集、シソパキスミレ群落、ナンブ トウウチ

ソウ コハノツメクサ群集およびホソパヒナウス

ユキソウ群集などの荒原植物群落は、カトウハコ

ベ、ナンブイヌナズナを共通にもち、これらを標

徴種として、ナンブイヌナズナーカトウハコベ群

団 Drabo・Arenarionkatoanae にまとめられる

（表9）。またアポイ岳のアポイツメクサ群集は、

ナンプイヌナズナを含まず、カトウハコベはその

狭築変種のアポイツメクサに置きかわっている。

従ってナンブイヌナズナーカトウハコベ群団に並

立するアポイツメクサ群団を認めることも可能で

{} 

。

~ 

関7 ナンプイヌナズナの分布

Abb. 7. Verbreitung van Draba 

japonica Maxim 

¢ 

。

｜到6 カトウハコベの分布
Abb. 6. Verbreitung van Arenaria 

{) 

katoana Makino （・）und van 

var. lanceolata Tatewaki(O) 

。

図8 タカネシパスゲの分布
Abb. 8. Verbrei tung van Carex 

capillarisし



japon1cae. 9: Ubersichts Tabelle der Minuartetalia vernae Tab. 

Viola yubariana-Gesellschaft, a 

Saussure七umchionophyllae. b 

takedana-Subassoziation. Lagotis glauca v. 1 

Campanula chamissonis-Subassoziation. 2 
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angustifolii。fauriei Leontopodetum d 

Potentilla togashii-Subassozi a七ion. 1 

hondoensis-Subassoziation. Fes七ucarubra v. 2 
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Cerasteo-Minuarte七umvernae e 

Typische-Subassoziation. 1 

glabra七us-Subassoziation. Erigeron七hunbergiiv, 2 

Gesamtezahl d. Aufnahmen: 
Kennarten d. Drabo-Arenarion 
Arenaria katoana 
一一Drabajaponica 
Trennart d. Viola yubariana-Gesell.: 

Viola yubariana 
Kennart d. Saussuretum chionophyllae: 
Saussurea chionophylla 
Trennarten d. Lagotis glauca v. 

takedana-Subassoziation: 

Lagotis glauca v, takedana 
Saxifraga laciniata 
Trennarten d. Campanula chamissonis-
Subassoziation: 
Stellaria nipponica v. yezoensis 
Carex stenantha v. 七aisetsuensis
Campanula chamissonis 
Festuca ovina v. alpina 
Kenn-u. Trennarten d. Sanguisorbo-
Minuartetum vernae .iaponicae: 
Sanguisorba obtusa 
Aruncus dioicus v. astilboides 
Polygonum hayachinense 
Calamagrostis deschampsoides 

v. hayachinensis 
Trennarten d. Leontopodium hayachinense 
-Subassoziation: 
Leontopodium hayachinense 
Primula macrocarpa 
Aletris foliata 
Trennarten d. Calamagrostis sachalin-
ensis-Subassoziation: 
Calamagrostis sachalinensis 
Carex doenitzii 
Anaphalis margaritacea v. angustior 
Kennarten d. Leontopod e七umfauriei 
angustifolii: 
Leontopodium fauriei v. angustifolium 
Erigeron thunbergii v. heterotrichus 
Trennar七end. Potentilla togashii-
Subassoziation: 

Adenophora nikoensis v. 
Potentilla七ogashii
Euphrasia insignis 
Ixeris dentata v. kimurana 
Angelica acutiloba v. iwatwnsis 
Seseli coreana 
Agrostis borealis 
Thalictrum minus v. 
Trennarten d, Festuca 

ensis-Subassoziation: 
Festuca rubra v. hondoensis 
Pedicularis verticillata 
Kenn-u. Trennar七end. Cerasteo-
Minuartetum vernae .iaponicae: 
Cerastium schizopetalum v. bifidum 

Arabis serrata v. grandiflora 
Dianthus superbus v. a皿oenus • • • 
有吉右前す万す主百av-;-可否七否ア函臨百四七百一一一一一一三一

Minuartia hondoensis • 
Trennarten d. Erigeron thunbergii v. 
glabratus-Subassoziation: 
Erigeron thunbergii v, glabratus 
Festuca rubra 
Deschampsia caespi tosa v. 

folia 
Trennarten d. Eritrichium nipponicum-

Subassoziation: 
Eritrichium nipponicum 
Tilingia七achiroei
Viola crassa 
Ordnungs K~nnarten: 
Minuartia verna v. 
Carex capi llaris 
Beg le i七er:
Dianthus superbus v. speciosus 
Thymus quinquecostatus 
Parnassia palustris v.七enuis
Viola biflora 
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はあるが、ここでは広義のカトウハコベを共有するという点で、アポイツメクサ群集をナンブ

イヌナズナーカトウハコベ群団に含めておきたい。

クモマミミナグサーコパノツメクサ群集はナンブイヌナズナーカトウハコベ群団の各群集に

よく似た相観を示し、それらに対応する立地を占めている。しかし群団の大きさでは共有の標

徴種を持たないので、別に独立の群団、クモマミミナグサーコパノツメクサ群団 Cerasteo・

Minuartion vernae j aponi cae を新設することとする。

上に述べた両群団は、双方に高い頻度で出現する コパノツメクサによって、コパノツメクサ

群目※ Minuartetaliavernae japonicae にまとめられる。

コパノツメクサ群目には、超塩基性岩地の各群集のほか、これに含まれる高山崩壊地の2-

3の群集があるが、これについては別に報告したい。

コパノツメクサ群目は、ヨーロッパアルプスの崩壊地植物群落の単位である Thlaspetea

rotundi fol iiに対応するものであるが、日本のコパノツメクサ群目の所属すべき群綱について

は、更に他の高山荒原植物群落と綜合して論議したい。

エゾコウゾリナーオノエスゲ群集は、日本の高山風衡草原を代表するオノエスゲ群目 Cari-

cetalia tenuifolmiに含まれるものである。群団の段階では、本州高山のオヤマノエンドウ群

団 Oxytropionjaponicaeに対応する、北海道およびその北隣地域のレブンサイコーチシマキ

ンレイカ群団 Bupleumo-Patrinion sibiri caeに編入されるものである。これらの群団、群目

については、別に高山風衡草原を主題として論ずることにする。

オゼソウ群落については、日本の高山雪国植物群落全般と共に別に述べたい。

超塩基性岩地の各群集は、極端な環境を反映して、絶対的標徴種あるいはそれに近いものを

持ち、中性環境における多分に相対的に区分された各群集にくらべ、かなりはっきりとした独

立性をもっているのが特徴的である。

N 各山域における群落の配分

超塩基性岩地を特徴づけるホソパツメクサ群自の各群集は、何れの山城においても、 互に良

く似た立地を占めている。すなわち、 山の西～南斜面の風あたりの強い立地、あるいは急傾斜

の崩壊性の立地などがそれである。これに対して山の東～北斜面は、積雪によって保護される

ために、一般の山岳と同様に、ハイマツ群落や、雪国植物群落におおわれていて超塩基性岩地

の特徴はあらわれていない。

1. 夕張岳（1668m) （図9)

夕張岳の高山帯には、準平原状のゆるやかな台地で、台地面には夕張岳の山項をなす輝線岩

からなる残丘と、 2-3の輝線岩の岩塔が突出している。夕張岳の固有種あるいは隔離分布種

として知られているエゾクモマグサ、リシリゲンゲ、ハゴロモグサなどは、これら輝緑岩の岩

塔上やその周辺の崖錐上に生じ超塩基性岩とは特別の関係は無い。

台地面は、よく風化して粘土状となった超塩基性岩によっておおわれ、ハイマツ、ミヤマハ

ンノキ、チシマザサなどを主とした、高さ 1m内外の低木原が大半を占め、その聞にヒロハコ

メススキ、ミヤマキンポウゲ、ナガパキタアザミ、シブツアサツキなどを主体とした湿潤地の

高茎草原がやや広い面積を占めている。また台地の縁辺には雪蝕による雪くぼや、それの発達

した崩壊地がある。雪くぼの底は多くの場合、タカネクロスゲの優占した雪田草原であるが、

※ これまで群落分類の上級単位として、 Ordnung,Orderに対してオーダ一、 Klasse,Class に対して
クラスなどの語を用いるのが通例であったが筆者は、 Ordnung に対して群目、 Klasse に対して群網

を用うることを提案したい。



46 

I. y，υBARI-DAKE 

大場 ：日本の高山家冷気候下における超塩基性岩地の植生

1668m ii. M. 

A 

2. TOTTABETSU-
DAKE 

19/7m ii.M. 

3. HAYACHINE-SAN 

1914 m ii. M. 

4. SHIBUTSU-SAN 

2228m ii.M. 

市

川

一一

急角度を成す雪くぽの斜面は、雪塊の移動

などで極めて不安定な砂礁の裸出地と なっ

ている。 ここは著しく多湿で、、青灰色の粘

土と細僚とからなっていて、ここにシソパ

キスミレ群落が見られる。 また台地の縁や、

台地上のやや凸出して強い風を受ける所も

裸出 した砂機地で、ここにユキパヒゴタイ

群集が位置 している。ユキパヒゴタイ群集

の立地も、砂僚にまじって超塩基性岩の風

化による青色の粘土が多く 、降間後や融雪

直後にはきわめて多湿なカユ状の状惑とな

り、一方乾燥する と、 固結して、乾湿の両

極端を現出している。

超塩基性岩地に見られる高茎草原は、シ

ブツアサツキの多い特徴的なもので、続緑

岩の崖主ift上に発達する高茎草原とは明確に

異った種組成をもっている。これについて

はあらためで報告したい。

2. 戸蔦別岳（1917m) （図9)

一 戸蔦別岳は、日高山脈の主綾線上にあり、

ーその北方の北戸蔦別岳に伸びる後線が超塩

図9 高山超復基性岩地の楠生模式
Abb. 9 Schematische Darstel lung der Serpentrn・ 
Pfianzengesel lschalten. 
1 夕張岳 A.ダケカンパ林、 Bシソパキスミレ群孫、
Cユキバヒゴタイ群集、 Dシブツアサツキーヒロハコメ 一基性岩によって構成されている。綾線の東
ススキ草原、 Eハイマツおよびミヤマハンノキ低木林 一 、D ，、
F輝緑京岩塔 側は永l必圏合で、アオノツガザクラ、チン

1 Yubari・ dake: A. Betula 引・manii-Wald. B. Viola ークゃルマを主体と した、乾燥型の雪田植物群
yubariana・ Gesellschalt. C. Saussuretum chionophyllae.ーザ － 
D.Allium sci】oenoplasu官nvar. shibutsuense一Descl】ampsia t各によつて占め勺れている。西側余ヰ面で、最

~~~s~＼~：： ；：：；！~~~~：~i~06~abu~ci 
Di ahas. 一るが、ハイマツの聞に超塩基性岩の岩塊が
2 戸；蔦別岳 Aコケモモーハイマツ群集、 B.ユキバヒ ー
ゴタイ群集、 C雪田底植物群務 多く露出している。また稜線附近は強い風
2 Tottabetsu-dake: A. Vaccinio-Pinetum pumilae. のために裸出した砂線地がやや広く見られ
B. Saussuretum chionophyllae. C. Schneetalchen・ 
Pfl an ze n~ese l l sc ha~ t . る。この砂礁地は、全般にいちじるしく乾
3. 早池峯山 Aプナ林、 Bダケカンパ林、 Cコケモモ
ハイマツ群集、 Dナンプトウウチソウーコパノツメク
サ群集、 Eハイマツ、コメツガ混合群孫、 F.ヒノキアス
ナロ林
3. Hayachine・ san: A. Fagus crenata Wald. B. Betula 

~：~；：： ~~~~＇.dM i ；~.~~~~~；】：：；；：tJ~iよ~~1e~e . E~Ge即日hd ナがその岩隙に生じているのが観察された
Gesel lschaft des Pi nus pumila und Tsuga di versi fol ia. が、それらは何れもきわめて断片的なもの
F. Thuioosis dolabolata var. hondae Wald. 
4. 至十＇Ji¥J1 A.コケモモハイ 7 ・；；群集、 Bホソパヒナ で、独立の植物群落単位として取り扱うベ

ウスユキソウ群集、 Cクロベ林 きほどのまとまりはもっていなかった。
4 Shibutsu・ san: A. Vaccinio-Pinetum pumilae. B.Leonto・ 
podetum fauriei angustifol ii C. Thuja standishi卜Wald. 3. アポイ岳（81lm) （図11)
5 雪倉岳鞍音II Aクモマミミナグサコパノツメクサ ム

群集、 Bユキクラトウウ子ソウーオオヒゲガリヤス群議 アポイ岳の位置する北海道日高東部は、
5. Yukikura-Sattel: A. Cerasteo・Minuartetum vernae 釧路、恨室の大平洋岸や、オホーツク海沿
japonicae B. Sanguisorba stipulata var. kisinami i・ 
Calamagrostis longiseta var. longe・ aristata・ Geseilschaft. いの知床半島と同様に、夏に海霧の影響が

燥している。この乾燥燦地にユキパヒゴタ

イ群集のオオイワツメクサ亜群集が見られ

る。また大形の露岩には、ナンブイヌナズ
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いちじるしく、気候が浦涼である（図10）。

さらにアポイ岳では、超塩基性岩の効果が

重って、同緯度の他の山岳にくらべ、高山

植生が、いちじるしい低海抜地にまで降り

てきている。

またアポイ岳は、固有植物の種類が多い

点、で、日本でも屈指の地域であるが、これ

はアポイ岳の超塩基↑生岩が広い面積を占め

ていて、永期以後、森林におおわれない高

山草原、あるいは荒原植物群落が、孤立し

たまま永年lこEって安定して存続してきた ザ

ことによるのであろう。

アポイ岳の山麓は一部では急な断崖とな

って海に望んでおり、海崖断崖上の植生が

かなり豊かに見られる。また海岸附近の斜

面にはカシワの低木林がかなりよく残って

・5・一一

・4・

図10 北海道の七月の平均気温
Abb. 10. Juli Isoterme des Hokkaidos. 

いる。この林床植生は他の地域の海岸カシワ林と大きな差はないが、超塩基性岩地に特有のホ

ソパトウキが見られるのは独特である。その背後は中腹の海抜 200m附近までは伐採されて、

ミズナラを主とした二次林によって占められている。それより上ではアカエゾマツ林が現れ、

中腹を広くおおっている。海抜 300m附近から、風衡の強い尾根上などに高山性の草原が現わ

れ、 700m以上から上は、高山草原とハ4マツ群落によって占められる。しカ、し山項の一角の
みはダケカンパの低木林が残り、気象条件の複雑さを見せている。アカ工、ノーマツ林と、高山性

草原の移行帯は、一般にススキを主とする草原中にトドハダゴヨウの点在する独特の相観を示

している（図12）。場所によってはこの推移帯はかなりの面積を占めている。この群落は表12に

示したように、 トドハダゴヨウの散在木をかこんで、ミズナラ、ミヤマハンノキなどの木本が

団集するほかは、ススキ、 トダシバ、ワレモコウなどの低地の草原構成種が量的に主体をなし

ている。この群落には、高山草原に本拠を WINDーム

もつアポイ岳の固有種がかなり入りこんで w 
いる。群落構成種のうちアポイアザミは、

アポイ岳に固有で＼しかもアポイ岳におい

てこのススキ草原中にのみ生ずる。そこで

この群落を、アポイアザミートドハダゴヨ

ウ群集として、認めておきたしミ。アポイア

ザミートドハダゴヨウ群集は、低地草原

(Mi S<lanthetea si nensi s）との共通種が多

く、種組成からすれば、当然ススキ群綱に

所属させるべき ものである。しかしこのよ

うな疎生林を草原の上級単位へ綜合するこ

とには若干検討の余地があるように考えら

れる。

推移帯から上の高山性草原は、強い風衡

APO/-OAKE 

811 m ii. M. 

関11 アポイ岳の櫛生様式

Aアカエゾマツキ本、 Bァポイアザミートドハダゴヨ
ウ群集、 Cエゾコウゾリナーオノエスゲ群集、 D.ダ

ケカンパ群落、 Eハイマツおよびミヤマハンノキ低

木群落

Abb. 11 Entwicklung der Pflanzengesellschaften 

des Apoi-dake, Hokkaidos. 

A. Picea glehnii-. Waid. B. Cirsio-Pinetum 

C. Hypochoero-Caricetum. D. Betula ermarnト

Gesellschaft. E. Pinus pumila und Alnus 

max1mow1czn・Gebus ch 
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図12 7ポイアザミー卜ドハダゴヨウ群集 （アポイ岳）

A b. 12. Ci rsio Pine tum auf dem A poi-<lake( ca. 600m ii. M.) 

を受けて、風陰側や凹所にハイマツ、ミヤマハンノキあるいはアポイカンパなどの低小なブッ

シュがあるほかは、植被のやや薄い風｛街地型の低小草原がひろがっている。これがエゾコウゾ

リナ オノエスゲ群集である。

エゾコウゾリナ オノエスゲ群集のうち、海抜 700m以下に位置するものは、ススキ群綱の

構成種が多い、これをトダシパ亜群集とする。 一方 700m以上では、ウラシマツツジなど本来

の高山植物も現れてススキ群綱の構成種は消えている、これをホソパノコガネサイ コ亜群集と

する。アポイ岳の固有植物のうち最も著名なヒグカソウはトダシパ亜群集中に生ずるが、両亜

群集の中間的立地を占めている、これをヒダカソウ変群集として、 トダシパ亜群集のうちに含

める。

アポイツメクサ群集は、エゾコウゾリナーオノエスゲ群集の領域内にある小規模な崩壊地に

生じている。一方エゾコウゾリナーオノエスゲ群集は、強い風と超塩基性岩の作用で完全に密

閉した植生を形成するには到らず、群集中には裸出した小砂脚也が散在している。この小砂磯

地には、アポイツメクサ群集の断片が混入するのが普通で、ある。

アポイ岳に特有なアポイカン、パや、アポイ岳と夕張岳のみに生ずるミヤマハンモドキなどの

低木は、ミヤマハンノキとほぼ同様な立地に生ずるが、それらは特有の共存種をもたず、独自

の群落を構成するには至っていなしミ。夕張岳におけるミヤマハンモドキも、きわめて量が少く

点在的で群落単位を抽出することができなかった。
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50 大場：日本の高山寒冷気候下における超塩基性岩地の植生

現在形成中の構造土 （亀甲状土）が若干見られるが、その構造土の最も流動しやすい細砂機部

にも、ナンブ卜ウウチソウーコパノツメクサ群集の断片が見出された。これは構造土の流動す

る表土が、崩壊地と同様な条件を与えているためと考えられる。

5. 至偽山 （2228m) （図9)

至｛弗山もまた非対称山綾の超塩基性岩の山である。東側の尾瀬ケ原に面する緩斜面は、山脚

から上に向って、クロべ林、 ミヤマナラ低木林、 ハイマツ群落の順に配例し、上部では、ショ

ウジョウスゲ、イワイチョウを主とした雪国植物群落が、かなりの面積を占めている。

西斜面は超塩基性岩の露岩が多く、安定した斜面には、ハイマツ、ホンドミヤマネズ、ガン

コウランなどの低木に地衣類を多くまじえた群落によって占められ、早池峯山と極めてよく似

た相観を示している。この低小な風f街地群落の間には崩壊性の小砂磯地が多く散在し、特に風

の強い綾線附近では裸出した砂磯地が多く 、その一部は東側に伸びる支尾根上にも及んでいる。

ホソパヒナウスユキソウ群集が見られるのはこのような砂磯地である。

ホソパヒナウスユキソウ群集の至偽山に見られるものは、谷川岳のものとは種組成を多少異

にし、至併山のものはヤマオオウシノケグサ亜群集、谷川岳のものはエチゴキジムシロ亜群集

として区分するのが適当である。

図13 コケモモーハイマツ群集中に散在するエゾコウゾリナ オノエスゲ

群集（：アポイ岳）

Abb.13. Vaccinio・ Pinetum pumilae mit mosaikar ti耳 vorkommender】eWiesen 

Hypochoero・Caricetumtenuifolmi am Apoi-dake( ca. 700m U. M.). 
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図14 コケモモ ハイマツ群集中に散在するホソバヒナウスユキソウ群集

至仰山）。

Abb. 14. Leontopodetum fauriei angustifolii w誼chstmosaikartig1m VaccrnJOー

Pinetum pumilae auf dem West-Abhang des Shibutsu-san. 

51 

至偽山のヤマオオウシノケグサ亜群集は、崩壊の強く働く立地の典型変群集と、稜線附近に

位置して、強い風を受け号が、砂磯移動の今い立地のタカネシュロソウ変群集とに分けられる。

至イ弗山は裏日本多雪地域の一角に位置するため、積雪量が多く、とくに東側の緩斜面には雪

国状喜子成す立地が少くない。 この雪国の雪は、 一部の谷を残して、 7月初旬までにはほとんど

消失するが、土壌の基盤を成す超塩基性岩の不透水性のために、融雪後も永く多湿の状態を保

ち、シ ョウジョウスゲ、イワイチョウ、キンコウカなと、より成る、裏日本山岳に特有な雪田草

原が発達している。尾瀬の至偽山では、その草原中に、日本固有の単型属を成すオゼソウを生

ずる点が特異である。オゼソウは雪国草原中に混生するが、草原中に超塩基性岩の露岩がある

と、その周辺に特に集って生ずる傾向がある。



52 大場：日本の高山寒冷気候下における超塩基性岩地の植生

6. 谷川岳 (1963m)

谷川岳は、至仰山と同じく裏日本多雪地に位置しているが、急しゅんな地形のため、その植

生にはかなりの遠いが見られる。

谷川岳の西面は東面にくらべて傾斜がゆるく、チシマザサ群落が圧倒的に優勢を保っている。

この西斜面のチシマザサ群落は、後線附近ではマルパマンサク、ミネカエデ、ナナカマド、ベ

ニサラサドウダンなどの低木群落に置きかわる。東面は雪蝕に磨かれた急しゅんな岩壁が多く 、

超塩基性岩は、この岩壁帯に露出する岩壁の大部分は、雪崩に磨かれたスラブで、ここには、

岩の割自に沿って、ムシトリスミレ、ナエパキスミレ、キンコウカ、ショウジョウスゲなどが

点生しているだけである。岩壁中の緩傾斜地には、ショウジョウスゲ、カニツリノガリヤスを

主とした湿性草原と、オオコメツツジ、ミネカエデなどの低木群落が点在している。一方やせ

た風当りの強い尾根上の露岩上や、尾根上の小砂磯地にホソパヒナウスユキソウ群集が見られ

る。これは至偽山のものとは組成が多少異なりエチゴキジムシロ亜群集として区分されるもの

で山項からかなり降った1500m～1700mの低海抜地に生ずる点で、至偽山とはかなり趣を異に

している。

エチゴキジムシロ亜群集は、露岩上と砂磯地の双方に見られるが、これらには種類組成の差

はほとんど見られない。しかし砂磯地のうち、雪国上部に位置して、雪塊の移動によって地表

を撹乱される立地には、カニツリノガリヤスとナエパキスミレが多い。これをナエパキスミレ

変群集として区分する。

図15 ホソパヒナウスユキソウ群集

Abb. 15. Leontopodetum fauriei angustifolii am Shibutsu・ san. 
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図16 オゼソウ（歪偽山）
Abb. 6 Japonolirion osense Nakai am Shibutsu-san. 

一方谷川岳の頂上附近から東に派出する尾根の服部には、比較的大きな雪田が発達し、ここ

には融雪後、ショウジョ ウスゲ？とカニツリノガリ ヤスを主とした草原となる。この湿潤な草原

中に点在する超塩基性岩の露岩周辺には、至｛弗山に見られたものと同様なオゼソウ群落が存在

する。

7. 白馬岳 （2933m）およびその周辺

白馬岳近傍の超塩基性岩地は数ケ所に分散しており、その大要は図17の通りである。これら

は、八方尾根を除けば、 全く の磯原であって、遠望によっても、特徴的な赤褐色の地肌によっ

て、それと知れるほどである。

白馬岳周辺の超塩基性岩荒原の植物群落は、すべてクモマミミナグサーコパノツメクサ群集

にまとめられるが、その生育地は亘にかなり離れているため、場所ごとに植生の様相を異にし

ている。



54 大場：日本の高山寒冷気候下における超塩基性岩地の植生

1) 天狗岳 （2812m) 

天狗岳附近の西斜面に露出する超塩基性岩地は、風化が進んで燦原状であるが、強い風衡の

ため、露岩周辺の風当りの弱い所に、構成種の少い、疎らな群落があるにすぎない。これがク

モマミミナグサーコパノツメクサ群集の典型亜群集であって、厳しい環境のために群集の中核

部のみが残っている。典型亜群集の立地で、組礁が多く、礁の崩手容が一時緩和されている所で

2000 

1500 

1000 

図17 白馬山群の超現基イ性京地
1.朝日岳2418m、 2.雪倉岳2610m、 3鉢ケ岳
2570m、 4小蓮寺；Lli2768m、 5白馬岳2933m、
6.杓子岳2800m、 7白馬鎚岳2903m、

8.唐松岳2696m、 9八方尾根
Abb. 1 . Verbreitung des Serpentin Gebiet im Sh1rouma・ 

Bergmassiv. 

1. Asahi・dake2768m ii. M. 2 Yukikura-dake 2610 

m ii. M. 3. Hachigatake 2570m ii. M. 4. Korenge-

san 2768m ii. M. 5. Shirouma・ <lake 2933m ii. M. 

6. Shyakushi: <lake 2800rn泊 M.7 Shiroumayari-

l(atake 2903m ii. M. 8. Karamatsu-<lake 2696m 

ii.M. 9. Happo・OneGrat. 

は、蘇苔地衣が入りこんで、やや植生

密度の高い、島状の植分が現れている。

2）小蓮華岳 （2768m) 

小蓮華岳北方の超塩基性岩地は、天

狗岳とほぼ同等の海抜高度で、あるが、

北北西に向う斜面であって、やや傾斜

がゆるく、冬は相当量の積雪が見られ

るため、雪の保護によって、礁の旬行

はあまり著しくない。ここでは条線構

造土に類した、最大傾斜線に沿った、

機径の不均質分布が見られる。この細

磯部は、水分保持が良好で、多湿地に

多いヒロハコメススキが散生して、融

雪時の多湿環境を物語っている。大磯

部は土壌浸蝕に安定で、ミネズオウ、

ガンコウランのような、コメパツガザ

クラーミネズオウ群集の構成種が島状

に入りこんでいる。これらの超塩基性

岩地の植物群落は、クモマミミナグサ

ーコパノツメクサ群集の下位単位とし

て、オオウシノケグサ亜群集として区

分される。

3) 雪倉岳鞍部 （約2400m)

（図9)

白馬岳の北方の、雪倉岳と鉢ケ岳の

中間鞍部は、平坦で広く、広面積にE
って、超塩基性岩によって構成されて

いる。ここは海抜2400m前後ではある

が、鞍音flを吹き越す西風が強く 、局地

的寒冷気候のために附近の非超塩基性

岩地においても、約 500mほど高い白

馬岳項上周辺と同等の植生が見出され

る。超塩基性岩地は、特に西側斜面が

広大な磯原で、ここにクモマミミナグ

サーコパノツメクサ群集がひろがって

いる。ここでは、 f也にくらべて、ミヤ
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マムラサキ、イブキジャコウソウ、ミヤマウイキョウなどが多く、構成穣数も前に述べた2ケ

所よりは多く、ミヤマムラサキ亜群集として区分される。

雪倉岳の超塩基性岩地は、風化が進んで、、径1～ 2cm程度の小礁が多いが、 一部大型の径10

cm内外の礁の集積した凹状の雨時の流路部には、クモマシパスゲ、タカネシパスゲが多く、植

生密度の高い植分となっている。この部分には、しばしばホンドミヤマネズが生ずるが、それ

が連続したひろがりをもつまでには至っていない。

一方雪倉岳鞍部の東側は、ゆるやかな斜面で、全般に芝草階段状の小地形が発達している。

（図20および図21）。この小地形は、 巾数mの平坦面を、比高数十cmの急斜面で、つなぐ形で、平

坦面は砂礁が裸1出し、乾燥地ではケモマミミナグサ コパノツメクサ群集が、残雪が遅くまで

図18 ウメハタザオ （小蓮華山）
Abb. 18. Arabis serrata Franch. et Sa vat. var. grandiflora( Nakai) auf dem 

Korenge-san im Shirouma・Bergmass1v目
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残る立地には、ユキクラトウウチソウが散生している（図21）。また平坦面の前縁から急斜面に

かけては、オオヒゲガリヤス、ユキクラトウウチソウなどの、やや大形の草本がふちどってい

る。その組成は表11の通りであるが、このうちユキクラトウウチソウは雪倉岳周辺に特有なも

ので、おそら く群集単位では、独立のものになる可能性が強い、しかし、ユキクラ トウウチソ

ウの分類学上の位置について、若干未解決の部分があるので、結論は後に下したい。このオオ

ヒゲガリヤスなどのふちどりは、接線から離れるに従ってハイマツに取って変わられている。

このような芝草階段状の小地形は、積雪および融雪の場所的不均一に端を発し、植生がそれ

を助長して形成されたものである。

雪倉岳北方の朝日岳周辺にも、雪倉岳鞍部によく似た超塩基性岩地植生が見られる。

図19 コバノツメクサ（雪倉岳鞍部）

Abb. 19. Minuartia verna Hiern var. japonica Hara auf dem Yukikura-Sattel 

1m Shirouma Bergmass1v. 
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4) 八方尾根

白馬岳南方の唐松岳から派生する八方尾恨は、海抜2300m以上の花商岩地を除くと、それよ

よ下は全体が超塩基性岩で構成されている。八方尾根で、は、超塩基性岩の影響で、ハイマツ群

落が、1700m附近まで下降しており、それにともなって高山性の楠生もまた低海抜地に降りて

いる。

八方尾根は、 下半部では巾の広いゆるやかな尾根であるが、尾根の東南斜面と西北斜面では

かなり植生が異なっている。

東南斜面は積雪が多く、ここには雪回状に残雪が残る。この雪聞は低海抜地のため比較的早

く消失するが、 融雪後は急傾斜の崩壊性の燦地となり、オオヒゲガリヤスを主とした斑状の植

生が、雪倉鞍部の東面と同様に、階段状に疎生している。このオオヒゲガリヤス群落は凸状面

や緩斜面では、 連続した高茎草原を形成し、これにオオコメツツジが散生するのが一般的であ

る。この群落単位については後報にゆずるが、雪倉岳鞍音11におけるユキクラ卜ウウチソウが、

カライトソウに置きかわっているのが対照的である。

八方尾根の北斜面および尾根上は、海抜2100～2400m附近で、は、風衡形の疎生草原に、ハイ

マツあるいはホン ドミヤマネズの団塊が混在する相観である。この草原は、クモマミミナグサ

ーコパノツメクサ群集のミヤマムラサキ亜群集に相当するものである。しかし雪倉岳鞍昔日にく

らべて、ミネウスユキソウ、キパナノカワラマツバ、ショウジョウスゲなどが多く 、ミネウス

図20 雪倉岳鞍部の趨塩基性岩地

Abb. 20. Serpentin-Gebiet des Yukikura-Sattel. 
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ユキソウ変群集として区分される。海抜2100

m以下では、クモマミミ ナグサーコパノツメ

クサ群集は、尾根北側の崩壊地に追い出され、

尾根上は、オオコメツツジをまじえた草原と、

クロベを主体とした低木原に占められるよう

になる。さらに下方ではミ ヤマナラ群落が、

尾f艮上に広い面積を占め、クモマミミナグサ
ゴノ〈ノツメクサ群集は尾根上から全く姿を

消し、北斜面の崩壊地にのみ見られるように

なる。

v 群落構成種の由来
ナンブイヌナズナーコパノツメクサ群目の

各群集は、氷期遺存の隔離分布種と目される

ものを中核に、多元的な新固有の分類群と、

高山全般の広布種を加えて構成されており、

図21 雪倉岳鞍昔日のユキクラトウウチソウーオオヒゲナガカリヤス群務

Abb. 21. Sanguisorba stipulata var. kishinamii・ Ca!amagrostis longiseta var. 

longe・ aristata・Gesellschftauf dem Yukikura-Sattel. 
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Tab 12' """'"'"''" Si"''"" de> Socpo"ti"-{iobioLo de< alpioou SLufo Japuu' 

現存する群集の形成は、比較的歴史の浅い

ものであろう。

ナンブイヌナズナーコパノツメクサ群目

の各群集標徴種について考えると、それら

は何れも分布の局限された地域固有の分類

群であるが、種の分化の階程からすると、

3個のグループに分けて考えることが可能

である。

第ーは、ユキパヒゴタイ、ナンブトウウ

チソウ、ナンブトラノオ、ハヤチネウスユ

キソウ、ユウパリソウのグループで、種の

分化が古く、類緑種は遠隔の地域にのみ分

布し、形態的に分化の程度も高い。これら

は永期遺存種が各山域に孤立特殊化したも

ので、分化の歴史の古いものである。カト

ウハコベ、ナンブイヌナズナもこれに近い

歴史をもつものであろう。
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図22 カトウハコベ（早池峯山）

Abb. 22. Arenaria ka toana Makino auf dem Hayachme-san. 
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第二は、ホソパヒナウスユキソウ、 ジョ ウシュウアズマギクなどで、これらのネ且型であるヒ

ナウスユキソウ、ミヤマアズマギクなどは、近隣の山岳に分布しており、それらから超塩基性

岩地に分化して生じたもので、現在は、母種との間に地理的隔離が起り、別種化が進行中とい

えよう。第一のグループにくらべて、由来も新ら しく、形態的分化は、まだ十分には深ま って

いない。

第三は、クモマミミナグサ、クモイナデシコ、ウメハタザオなどで、これらの母種であるミ

ヤマミミナグサ、タカネナデシコ、イワハタザオは、現在、閉じ山城の非超塩基性岩地に広く

見出される。これらの超塩基性岩摘物と、その母型との聞には、極く僅かの形態的差異がある

にすぎない。これらは、きわめて新しい時代に超塩基性岩地に侵入し、変型したものであろう。

このような場合、母種の分布域が広ければ、超塩基性岩変型植物が、多源的に生ずることもあ

り得るわけで、ウメハタザオなどは、その一例としてもよいであろう。

以上の考察から、ナンブイヌナズナーコパノツメクサ群目の各群集は、北のものほど、分化

の進んだ、固有の分類群を多くもち、南下するにつれて、成立の歴史が浅い傾向が、その構成

種の分化の程度の上にあらわれている。この傾向は、群目標徴種の、ナンブイヌナズナとカト

ウハコベの分布の上にもあらわれている。

これらの問題は、さらに永期以来のフロラ変動と関連づけて研究されるべきものであろう。

図23 ミヤマミミナグサ （左）とクモ7 ミミナグサ （右）

Abb. 23. Cerastium schizopetalum Maxim. var. schizopetalum. (links) und 

var. bifi dum Takeda ( rechts) 



神奈川県立博物館研究報告第1巻第1号 1968年3月 61 

VI まとめ

筆者は日本の高山寒冷気候下の、超塩基性岩地の植生を研究し、乾燥した磯原や岩角地に特

異性の高い植物群落が形成されていることを述べ、それら各群落の植物社会学的単位づけを行

い、その立地環境の特性を報告した。

1. 高山荒原植物群落

コパノツメクサ群目 Minuartetalia vernae japonicae 

ナンブイヌナズナーカトウハコベ群団 Drabo-Arenarion katoanae 

ユキパヒゴタイ群集 $aussuretum chyonophy 11 ae 

シソパキスミ レ群落 Viola yubariana-Gesellschaft 

アポイツメクサ群集 Arenaria katoana v. lanceolata-Assoziat1on 

ナンブトウウチソウーコパノツメクサ群集 Sanguisorbo・Minuartetumvernae j aponi cae 

ホソパヒナウスユキソウ群集 Leontopodetum fauri ae angusti fol i ae 

クモマミミナデサコノ〈ノツメクサ群団 Cerasteo-Minuartion vernae japonicae 

クモマミミナクサーコパノツメクサ群集 Cerasteo-Minuartetum vernae japonicae 

2. 高山風衡草原

オヤマノエンドウーオノエスゲ群綱 Elyno-Seslerietea 

オノエスゲ群目 Caricetalia tenuifolmi 

レブンサイコーチシマキンレイカ群団 Bupleumo・Patrinionsibirica 

エゾコウゾリナーオノエスゲ群集 Hypochoero-Cari cetum tenui fol mi 

3. 高山一亜高山雪田草原

オゼソウ群落 Japonol i rion osense-Gesellschaft 
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Uber die Serpentin-Pflanzengesellschaften der alpinen Stufe Japans. 

Tatsuyuki OHBA 

ZUSAMMENFASSUNG 

In der Serpentin-Gebieten der alpinen Stufe Japans (Abb. 1) wuchsen mehrere isolierte 

endemische Pflanzen (Tab.12). Diese endemische Sippen bilden in dem verschied巴ne

Gebieten physiognomisch sehr ahnlich巴 Gesellschaften・ Als Ergebnis der pflanzen・ 

soziologischen Aufnahmen und Studien konnte der Verfasser folgende Pflanzengesell 

schaften unterscheiden: 

Kieswiiste 

Drabo・Arenarion katoanae 

S aussur巴tumchionophyllae (Yubari-dake u. Tottabetsu・dake). Tab. 1. 

Viola yubariana・Gesellschaft (Yubari-dake). Tab. 2. 

Arenaria katoana v. lanceolata-Assoziation (Apoi・dake). Tab. 3. 

S angu i so rbo・Minuartetumvernae japonicae (Hayachine・san). Tab. 4. 

Leontopodetum fauriei angustifolii (Shibutsu-san u. Tanigawa-dalくe).5. 

Cerasteo-Minuartion vernae japonicae 

Cerasteo-Mi 「luartetum vernae japonicae (Shirouma-dake). Tab. 6. 

Diese zwei Verbande. kommt auf stark Wind巴xponiertenKieswUsten vor. S I巴 g巴horen

zu ernem neuen Or也rnng:Mi nuartetal 1 a vernae J apon1 cae. 

Al pin巴n-Urwiesen

Hypochoero-Caricetum tenuifolmi (Apoi-dake). Tab. 7. 

Die alpine Pflanzengesellschaften desApoi-dake (811 m U. M.) steigt bis etwa 250m U. M. 

h巴rab,infolge zu kalter Sommer-Temperatur (Abb. 10) und d巴rSerpentin-G巴steins・

Di巴 Assoziationkommt auf stark Wind exponierten trockenen Kiesboden vor. 

Hypochoero-Caricetum tenuifolmi gehort zu Bupleumo-Patrinion sibiricae. Dieses neues 

Verband verbreitet auf die Alpinen-Stufe des Hokkaidos. Bupleumo Pat「inion sibirica巴

ist ein vikariende Verband des Oxytropo-Elynion Europas. 

Miscanthus Wiese mit Pinus parvifolia v. laevis. 

Cirsio-Pinetum parvifoliae v. laevis (Apoi-dake). Tab. 10. 

Der S tandort der Assoziation ist schwacher dem Wind ausgesetzt als Hypochoero-Caricetum 

tenuifolmi.Die Gesellschaft wird von einer lockerer Miscanthus Wiese mit zerstreut巴r

Pinus parvifolia v. laevis gebildet. Sie gehort zur Klasse der Misca円thetea si nensi s. 

S chneetalchen Pf lanzengese 11 schaf t. 

Japonolirion osense-Gesellschaft (Shibutsu・san u. Tanigawa・dake) Tab. 9. 

Japonolirio冗 isteine endemische Liliaceen Gattung Japans. Am Shibutsu-san und Tam・ 

gawa・dake wUchst Japonolirion osense in einem Carex-Calamagrostis-Wiese auf nass巴m

Boden. 

FUr die standige Anregung und freundliche FUrung danke ich Prof. Dr. Dr. h. c. R. 

TUxen, Prof. Dr. M. Kitagawa und Prof. Dr. A. Miyawaki. 


